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「
明
け
ま
し
て
、
お
め
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
巳
年
」

新
年
一
日
か
ら
三
日
ま
で
は
、
の
ん

び
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

元
旦
は
、
お
寺
で
お
正
月
の
お
勤
め

後
、
お
雑
煮
と
お
節
を
頂
き
、
東
別

院
に
寄
り
「
新
舞
子
ブ
ル
ー
ビ
ー
チ
」

へ
、
わ
ん
こ
達
と

初
散
歩
。
毎
年
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
。

風
も
な
く
穏
や
か

な
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
セ
ン

ト
レ
ア
ビ
ー
チ
に

寄
り
ま
し
た
。

二
日
は
「
庄
内
緑
地
公
園

ド
ッ
グ
ラ
ン
」
で
遊
び
、
帰

り
道
、
東
片
端
「
ボ
ン
ボ
ン
」

で
懐
か
し
の
ケ
ー
キ
を
買
い
。

夜
は
義
父
を
招
い
て
蟹
す
き

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
日
は
、
「
南
知
多
ビ
ー
チ

ラ
ン
ド
」
や
は
り
わ
ん
こ
達

と
一
緒
で
す
。

我
が
家
の
正
月
は
、

毎
年
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

こ
の
後
、
訃
報
が
続

き
、
法
事
時
間
の
変
更

を
お
願
い
し
な
が
ら
、

葬
儀
を
勤
め
ま
し
た
。

や
っ
と
「
八
事
斎
場
」

の
再
建
計
画
と
そ
の
間

の
「
第
二
斎
場
」
営
業

方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
も
、
火
葬

炉
空
き
待
ち
が
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
も
っ

と
厳
し
い
状
況
が
今
後

発
生
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

四
月
か
ら
名
古
屋
市

唯
一
の

「
第
二
斎
場
」

の
火
葬
炉
は

三
〇

炉
、

一
炉
は
予
備
で
す
か
ら
、

二
九
炉
で
一
日
三
回
転
、

一
日
八
七
人

の
火
葬
を

目
標
に
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

職
員

の
勤
務
時

間
、
火
葬
後
の
戻
り
初

七
日
の

時
間

を
考
え
る

と
通
夜
時
間
帯

に
初
七

日
を
勤
め
る
件
数
が
増
加
。
葬
儀
場
の
回
転
が
悪
く
な
り
ま
す
。

恐
ら
く
、
初
七
日
を
葬
儀
中
に
組
み
込
む
「
式
中
初
七
日
」
が

多
く
提
案
さ
れ
、
火
葬
場
で
親
族
解
散
の
日
程
が
増
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
か
た
ち
は
、
関
東
関
西
で
は
一
般
的
な
葬
儀
の
か
た
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
。

令和７年の年忌一覧

１周忌・・・・令和６年亡

３回忌・・・・令和５年亡

７回忌・・・平成３１年亡
令和元年

１３回忌・・平成２５年亡

１７回忌・・平成２１年亡

２３回忌・・平成１５年亡

２７回忌・・平成１１年亡

３３回忌・・平成５年年亡

４３回忌・・昭和５８年亡

５０回忌・・昭和５１年亡

※ご法事のご予定は、３ヶ月以
上前にご予約をお願い申し上げ
ます。






